
園児・児童・生徒・教職員数一覧表

幼稚園職員数 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 小学校職員数 支援学級 計
園児数 38 33 29 100 児童数 (1) 141 (8) 141 (6) 139 (6) 156 (5) 150 (5) 139 31 866
学級数 2 1 1 4 学級数 4 4 4 4 4 4 7 24
園児数 児童数 (2) 57 (2) 48 (1) 55 (4) 66 (1) 67 (3) 78 13 371
学級数 学級数 2 2 2 2 2 2 3 12
園児数 児童数 (0) 32 (2) 38 (8) 39 (1) 49 (3) 63 (5) 43 19 264
学級数 学級数 1 1 1 2 2 1 4 8
園児数 12 18 21 51 児童数 (1) 79 (2) 86 (3) 97 (4) 93 (0) 74 (1) 98 11 527
学級数 1 1 1 3 学級数 3 3 3 3 2 3 3 17
園児数 22 13 20 55 児童数 (3) 47 (0) 32 (1) 52 (0) 36 (2) 46 (3) 35 9 248
学級数 1 1 1 3 学級数 2 1 2 1 2 1 2 9
園児数 72 64 70 206 児童数 (2) 94 (4) 78 (0) 84 (4) 85 (4) 73 (2) 69 16 483
学級数 4 3 3 10 学級数 3 3 3 3 2 2 4 16

児童数 (1) 64 (2) 84 (4) 68 (2) 98 (1) 74 (5) 95 15 483
学級数 2 3 2 3 2 3 4 15
児童数 (10) 514 (20) 507 (23) 534 (21) 583 (16) 547 (24) 557 114 3,242
学級数 17 17 17 18 16 16 27 101

【市立こども園】

職員数 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 中学校職員数

１号認定 11 19 15 45 生徒数 (3) 223 (5) 183 (8) 198
２号認定 24 29 33 86 学級数 6 5 5

学級数 2 2 2 6 生徒数 (4) 173 (6) 165 (2) 143
園児数 35 48 48 131 学級数 5 4 4

生徒数 (3) 139 (3) 167 (1) 168

学級数 4 5 5

生徒数 (10) 535 (14) 515 (11) 509

学級数 15 14 14

14

計 112
35 1,559
9 43

12 481
計 3 13

第三 38
7 474
2

こども園 37
狭山 41

16 604
4 16

南 33

※（ ）内の数は支援学級児童生徒〔内数〕

１年 ２年 ３年 支援学級 計

第七 34

計 217

東野 5 南第三 23

計 17 北 31

南第二 南第一 23

半田 6 南第二 32

東 6 東 47

西 西 27

【令和元年5月1日現在】
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平成３１年度（令和元年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪狭山市教育委員会 
 

大阪狭山市 

全国学力・学習状況調査における 

結果と分析の概要について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査は、文部科学省が、学校の設置管理者等の協力を得て実施するものです。 

１．調査の概要 

   調査実施日  平成３１年４月１８日（木） 

（１）調査の目的 

  ◇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習 

状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

◇学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

◇そのような取組みを通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

（２）調査対象 

○小学校第６学年  ○中学校第３学年 （原則として全児童生徒） 

（３）調査の内容 

 ア 教科に関する調査（国語、算数・数学、英語） 

   国語、算数・数学、英語はそれぞれ次の①と②を一体的に出題。 

① ② 

・身に付けておかなければ後の学年等の学習

内容に影響を及ぼす内容 

・実生活において不可欠であり常に活用でき

るようになっていることが望ましい知

識・技能            など 

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用

する力 

・様々な課題解決のための構想を立て実践し

評価・改善する力 

                など 
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はじめに 

大阪狭山市教育委員会は、市の教育施策を推進するとともに学校における指導方

法の工夫改善を図るため、平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結

果と分析を公開します。 

本市では、「大阪狭山市教育振興基本計画」に基づく保育教育指針「さやまっ子の

夢をふくらませる教育」を掲げ、「自分らしくいきいきと学び、さやまを愛する子」

の育成に取り組んでいるところです。各校においても、新しい学習指導要領の全面

実施に向けて、子ども主体の授業づくりや集団づくりを積極的に進めています。 

今年度も、調査の結果とその分析を示すことによって、学校・保護者・市民の皆

さまと成果や課題を共有し、子どもたちの確かな学力を育む取組みをさらに進めて

いきたいと考えています。 

  



  英語においては、「聞くこと」、「読むこと」、「話すこと」、「書くこと」に関する問題を出題。 

 

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側

面等に関する調査 

（例） 

「朝食を毎日食べていますか」「読書は好き

ですか」「学校の授業時間以外に、普段１日

当たりどれくらいの時間勉強をしますか」   

など 

指導方法に関する取組みや人的・物的な教育

条件の整備の状況等に関する調査 

（例） 

 「授業研究や事例研究など、実践的な研修

を行っていますか」「ＩＣＴを活用した授

業を１クラス当たりどの程度行いました

か」 など 

 

（４）平成３１年４月１８日に調査をした学校・児童生徒数 

 対象学校数 参加学校数 参加児童・生徒数 

大阪狭山市立小学校 ７校 ７校（１００％） ５３４人 

大阪狭山市立中学校 ３校 ３校（１００％） ４８２人 

 

 

２．調査結果の取扱いについて 

子どもたちの学力を高めるために、ご理解をお願いします。 

■本調査は、競争を目的とするものではなく、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析することを

通して、これまでの教育活動の結果と課題を検証し、その改善を図ることをめざします。 

■本調査により測定できるのは、学力の一部であり、教育活動の一側面を示すものです。 

■本調査には、生活習慣や学校環境についての調査も含まれており、地域・家庭との一層の連携を

深めることをめざします。 

 

３．分析の方法 

（１）教科に関する調査（国語、算数・数学、英語）の分析について 

○結果や課題の根拠を分かりやすくするために数値やグラフを用いて示しています。 

○国語、算数・数学について、問題に見られる成果と課題を正答率や無解答率とともに示していま

す。 

○今後の指導方法の工夫などについて、質問紙調査との関係で示しています。 
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（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査について 

生活習慣や学習環境は、学力と密接な関係があり、学力の向上を図るためには家庭と学校が連携

して取り組むことが必要です。 

本市では、平成１８年度に「おおさかさやま 家庭教育指針 家庭教育への 10（9＋1）の提言」

を発信し、家庭とともに取組みを進めてまいりました。 

本調査の分析に当たっては、その成果と課題を把握するとともに、今後さらに取組みを推進でき

るよう、提言と関連のある項目について、まとめました。 

さらに本市は学力向上の取組みの中心に「授業改善」を置いている点から、質問紙と授業との関

連も示しています。 

 

（３）各学校の分析について    

学校ごとに、成果や課題を分析し、教育活動の改善に活かしています。 

■これまでの学校における取組みをふり返り、今後の指導改善に活かすよう学校全体で取り組 

 んでいます。 

■成果と課題、今後の取組み方針などについて、各学校と教育委員会が話し合い、共通理解を深 

 めています。 
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○問題にみえる成果と課題                (数字(%)は平均正答率（本市（全国）） 

結果と課題 学習指導にあたって 

書くこと（記述式） 

○公衆電話について調べたことを【報告する文章】の     

に，「２ 調査の内容と結果」の（１）と 

（２）で分かったことをまとめて書く。 

１三（30.9％（28.8％）） 

 

伝統的な言語文化（短答式） 

△公衆電話について調べたことを【報告する文章】の     

の 1文を、接続語「そこで」を使って２文 

に分けて書き直す。 

１四（２）（40.1％（47.8％）） 

 

話すこと・聞くこと（記述式） 

△【インタビューの様子】の    に，畳職 

人の仕事への思いや考えに着目して心に残ったこ

とを書く。      ３三（64.2％（68.2％）） 

 

※目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、

まとめて書くことができるかを問う設問であった。平

均正答率で全国値を上回っていたが、今後も調べて分

かった事実の中からふさわしいものを取り上げ、自分

の考えとの関係を十分に捉えて書く活動を授業の中

で充実させていく必要がある。 

※読み手にわかりやすい文章を書くための手立てを具

体的に指導する。例えば、児童が書いた文章を、文の

長さという点に注目して読み返す学習が考えられる。

一文の中で伝えようとしている内容が多く、長くて分

かりにくい場合には、接続語を使って複数の文に分け

て書くことの良さについて指導していく。 

※話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめ

ることができるかを問う設問であった。実際の学習で

は、児童がインタビューに必然性を感じることができ

る話題の設定や、インタビューの前に自分の考えをも

ったり、自分がもっている情報と知りたい情報とを整

理したりする活動を設定することが有効である。 
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イ 

平均正答率は全国平均を下回っており、特に「話すこと・聞くこと」「伝統的な言語文化と国語の特質に関

する事項」の領域で課題が見られました。今後は、話し手の意図を適切に捉えたり、聞き手や読み手に伝わ

りやすい話し方や書き方について、相手を意識して工夫するよう指導していきます。「書くこと」「読むこと」

の領域の平均正答率と無解答率の状況は全国平均値を上回っており、改善が見られました。 

書くこと

読むこと

伝統的な

言語文化

と国語の

特質に関

話すこ

と・聞く

こと

貴教育委員会
大阪府（公立）
全国（公立）

62 

60 

63.8 

33 

33 

30.0 

5 

7 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪狭山市

大阪府

全国

国 語 正答率 誤答率 無解答率

大阪狭山市 
大阪府（公立） 
全国（公立） 

伝統的な言語文
化と国語の特質
に関する事項 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題にみえる成果と課題                (数字(%)は平均正答率（本市（全国）） 

結果と課題 学習指導にあたって 

数と計算（記述式） 

○減法の計算の仕方についてまとめたことを基に、除

法の計算の仕方についてまとめると、どのようにな

るのかを書く。     ３（２）(32.0% (31.1%)) 

 

 

 

 

量と計測（記述式） 

○示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方

の説明を言葉や数を用いて記述できる。 

１（３）(45.7% (43.9%)) 

 

 

 

 

 

数量関係（記述式） 

△示された場面の状況から、単位量当たりの大きさを

基に、所要時間の求め方と答えを言葉や数を用いて

記述し、その結果から条件に当てはまるかどうかを

判断することができる。 

４（３）(61.4% (62.6%)) 

 

※正答率は全国平均値を上回っていたが、被除数と除数

や商について、適用する数の範囲を広げながら、見い

だしたことがほかの数値の場合でも成り立つかどう

かを確かめる学習活動を今後も充実させていく。ま

た、「どの数でも当てはまるようにまとめると、どの

ようになりますか。」などと問い返し、児童自らが見

いだした数と計算の性質を、一般的に表現しようとす

る態度を育てることが大切である。 

※正答率は全国平均値を上回っていたが、今後も児童が

言葉や数を用いて求め方を説明できるよう、授業を工

夫改善していく必要がある。例えば本問において、面

積の求め方を「５×４＝20、４×２÷２＝４、20－４

＝16だから 16㎠です。」と説明する児童に対しては、

「20 や４は何を表していますか。」「20－４の引くは

どのようなことを表していますか。」と全体に問いか

け、数の意味や演算の意味を、図形と関連付けて説明

することができるよう指導する。 

※日常生活において、場面の状況に応じて、物事を判断

したり、解決過程や結果を振り返り、判断したことを

より適したものに改善したりすることができるよう

にすることが重要である。その際、場面の状況を解釈

し、数量の関係に着目して筋道を立てて考え、数学的

に表現・処理し、得られた結果から判断することがで

きるようにすることが大切である。 

量と測定

図形

数量関係

数と計算

貴教育委員会

大阪府（公立）

全国（公立）

5 

69 

66 

66.6 

29 

31 

30.7 

2 

3 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪狭山市

大阪府

全国

算 数 正答率 誤答率 無解答率
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平均正答率は学習指導要領のすべての領域において、全国平均を上回る結果となりました。無解答率も全

国平均より良好な結果でしたが、「量と測定」の領域や「記述式」の出題では課題も見られました。今後は、

児童の理解をさらに深め、定着させるために、授業における言語活動の充実をさらに進めてまいります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題にみえる成果と課題                (数字(%)は平均正答率（本市（全国）） 

結果と課題 学習指導にあたって 

話すこと･聞くこと（選択式） 

〇話し合いでの発言の役割について説明したものと

して適切なものを選択する。  

２一 (78.2%(80.4%)) 

△話し合いで発言について説明したものとして適切

なものを選択する。   ２二 (62.0%(69.7%)) 

 

書くこと（選択式） 

△意見文の下書きに書き加える言葉として適切なも

のを選択する。     ３一 (82.8%(87.4%)) 

 

 

読むこと（選択式・記述式） 

〇「日本の文化の中には、海外でも広く知られている

ものがあります。････第一回は弁当です。」につい

て説明したものとして適切なものを選択する。 

１一 (62.2%(63.9%)) 

△｢みんなの短歌｣に掲載されている短歌の中から一

種を選び、感じたことや考えたことなどを書く。 

             １三 (88.2%(91.2%)) 

伝統的な言語文化（短答式） 

△｢声の広場｣への投稿を封書で郵送するために、投稿

先の名前と住所を書く。 １四 (50.4%(56.8%)) 

 

※話し合いをする際には、誰と何について、何のために

話し合うのかを理解し、今は何について話し合って

いるのかを捉え、それに応じて話すよう指導する。 

※自分の考えをわかりやすく相手に伝えるためには、話

し合いの参加者の興味・関心、情報量などを考慮し

ながら相手の発言を具体的に言い換えたり、他者同

士の発言を結び付けて話したりするよう指導する。 

 

※読み手が分かりやすい文章にするためには、事実や事

柄、意見や心情が読み手に効果的に伝わるように説

明や具体例を加えたり、表現しようとする内容に最

もふさわしい語句を選んだりすることなどに留意し

て書くよう指導する。 

※説明、解説、論説など説明的な文章を読む際には、文

章の構成や展開、表現の仕方について分析するだけ

でなく、書き手の目的や意図を考えながら、自分の

考えを支える根拠となる段落や部分などを挙げるよ

うに指導する。 

※文学的な文章を読む際には、書き手のものの見方や考

え方に共感すること、疑問をもつこと、批判するこ

となどを通して、読み手としてのものの見方や考え

方を更に広げていくように指導する。 

※手紙の形式に込められた相手への敬意について考え

ながら、手紙の基本的な形式に基づき、文字の大き

さや配列に注意するなどして、丁寧に読みやすく書

くよう指導する。 

大阪狭山市 
大阪府（公立） 
全国（公立） 
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書くこと

読むこと

伝統的な

言語文化

と国語の

特質に関

話すこ

と・聞く

こと

貴教育委員会
大阪府（公立）
全国（公立）

伝統的な言語文
化と国語の特質
に関する事項

  

平均正答率は全国平均を下回りました。「読むこと」の領域では全国平均とほぼ同じですが、その他の領域

では課題が見られました。今後、体験的な学習や基礎的・基本的な知識及び技能を活用した問題解決的な学

習を重視するとともに、言語に関する能力の育成を図る上での必要な言語環境を整え、生徒の言語活動の充

実を図ります。また学校図書館を計画的に利用し、意欲的な学習活動や読書活動を充実していきます。 
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○問題にみえる成果と課題                (数字(%)は平均正答率（本市（全国）） 

結果と課題 学習指導にあたって 

数と式（短答式） 

〇連立二元一次方程式 ｙ＝－２ｘ＋１ を解く。 

ｙ＝ｘ－５ 

              ２ (74.1%(70.1%)) 

△連続する４つの奇数の和が４(２ｎ＋４)で表され

たとき、２ｎ＋４はどんな数であるかを選ぶ。 

９(3) (67.2%(69.6%)) 

 

図形（短答式・記述式） 

〇証明で用いられている三角形の合同条件を書く。 

７(1) (78.0%(75.8%)) 

△四角形 ABCDがどのような四角形であれば AF＝CEに

なるかを証明する。   ７(3) (50.8%(53.3%)) 

 

関数（記述式） 

〇冷蔵庫 Bと冷蔵庫 Cについて、式やグラフを用いて、

２つの総費用が等しくなる使用年数を求める方法

を説明する。      ６(2) (36.3%(34.7%)) 

 

資料の活用（短答式） 

〇２枚の 10 円硬貨を同時に投げるとき、２枚とも表

の出る確率を求める。   ５ (74.3%(72.8%)) 

〇読んだ本の冊数と人数の関係をまとめた表から、読

んだ本の冊数の最頻値を求める。 

８(1) (63.1%(57.9%)) 

※２つの文字のうち一方の文字を消去して一元一次

方程式に帰着させて解くという方針に基づいて、加

減法や代入法を用いて解くことができるよう指導

する。 

※数の性質を考察する場面において、文字を用いた式

の意味を読み取り、事象に即して解釈することがで

きるように指導する。 

 

※証明を読み、当てはまる三角形の合同条件を確認す

るとともに、その合同条件を成り立たせる辺や角の

関係を図と対応させて捉える活動などを行う。 

※具体例をあげて調べる活動を通して、結論が成り立

つかの前提を考え、見いだした事柄を数学的に表現

できるよう指導する。 

※日常生活における問題を、グラフや式を使って問題

解決するためのそれぞれの方法の良さを実感でき

るように指導する。 

 

 

※不確実な事象を捉え考察する際に、同様に確からし

いことに着目し、起こり得る場合の数を基にして確

率を求め、その確率を用いて説明できる事柄を明ら

かにするという活動を取り入れる。 

※目的に応じてデータを収集して整理し、資料の傾向

を読み取る活動を取り入れ、資料の代表値を求める

ことができるよう指導する。 
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図形

関数

資料の活用

数と式

貴教育委員会
大阪府（公立）
全国（公立）

大阪狭山市
大阪府（公立）
全国（公立）

  

平均正答率は全国平均とほぼ同じです。領域では「関数」と「資料の活用」、評価の観点では「数学的な技

能」が全国平均を上回りました。数学的な資質・能力を育成するためには、数学的に問題発見・解決する

過程が重要であることから、生徒が目的意識をもって数学的に問題発見・解決する過程を重視した授業を

行っていきます。 

60 

58 

59.8 

33 

33 

32.9 

7 

9 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪狭山市

大阪府

全国

数 学 正答率 誤答率 無解答率



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題にみえる成果と課題                (数字(%)は平均正答率（本市（全国）） 

結果と課題 学習指導にあたって 

聞くこと（選択式・記述式） 

△教室英語を聞いて、その指示の内容を最も適切に

表している絵を選択する。 １(2) (81.7%(88.6%)) 

〇イギリスと日本の類似点や相違点についてのスピ

ーチを聞いて、話の展開に合わせて示す絵を並び

替える。           ２ (79.7%(71.8%)) 

△来日する留学生の音声メッセージを聞いて、部活

動についてアドバイスを書く。 ４ (6.4%(7.6%)) 

 

 

読むこと（選択式） 

△ある状況を描写する英文を読んで、その内容を最

も適切に表している絵を選択する。 

５(2) (66.0%(74.4%)) 

〇発表活動のためにまとめられた 100 円ショップに

ついての文章を読んで、話の流れを示すスライド

として最も適切なものを選択する。 

６ (61.8%(62.9%)) 

書くこと（短答式） 

〇与えられた英語を適切な形に変えたり、不足して

いる語を補ったりなどして、会話が成り立つよう

に英文を書く。     ９(2)① (77.6%(73.6%)) 

〇与えられた情報に基づいて、ある女性を説明する

英文を書く。      ９(3)① (64.7%(53.5%)) 

 

※小学校から慣れ親しんできた教室英語を引き続き使

用するとともに、中学校段階にふさわしい教室英語

の表現の工夫を行なう。 

※話の概要を聞き取ることができるようにするため

に、場面設定を工夫しながら、聞き取りのためのポ

イントを示したり、ポイント自体を生徒自身が考え

られるよう指導を行う。 

※日頃から生徒と英語でのやり取りをする中で、実際

に聞いて応じる活動を積み重ね、聞いて把握した内

容に適切に応じる力を体験的に身に付けさせる。 

※日常的な話題について、既習の語や文法事項等の知

識を活用して、文構造を適切にとらえたり、動詞等

の内容語を正確に読み取ったりしながら、内容や、

必要とする情報を取り出すことができる力を身に付

けられるよう指導する。 

※教科書や他の題材を数多く読み、読みやすい部分を

手掛かりにしながら、読みづらい部分についても、

推測して読み進めていくように指導する。 

※一文のみを示して空欄の動詞の形を変えるのではな

く、対話や文章の流れからふさわしい形式や時制を

考える活動などを行う。 

※特定の言語材料のみを用いて文を書くのではなく、

コミュニケーションの目的や場面、状況のある言語

活動において、様々な個別の知識を活用して文を書

くことを授業の中に位置づける。 

話すこと（参

考値）

読むこと

書くこと

聞くこと

貴教育委員会
大阪府（公立）
全国（公立）

大阪狭山市
大阪府（公立）
全国（公立）

57 

56 

56.0 

38 

37 

38.0 

5 

7 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪狭山市

大阪府

全国

英 語 正答率 誤答率 無解答率
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平均正答率は全国平均を上回りました。領域では「読むこと」に関する問題は全国平均を下回りましたが、

「書くこと」に関する問題では上回りました。今後、まとまりのある文章を読んで大切な部分を読み取る

指導や自分の考えを示すことができるよう、主体的に内容を読み取る指導の充実を図るとともに、「聞くこ

と」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の４領域がバランスよく習得できる授業を行なっていきます。 



50.4 

50.6 

92.8 

78.0 

93.1 

76.4 

94.3 

96.2 

70.5 

74.1 

45.1 

44.5 

90.2 

73.9 

90.6 

74.8 

92.6 

96.7 

68.2 

64.4 

48.2 

38.7 

86.9 

64.6 

88.0 

71.7 

91.8 

94.3 

65.9 

71.8 

43.3 

30.7 

88.9 

66.4 

90.6 

74.2 

89.9 

96.3 

69.7 

58.0 

65.7 

68.0 

91.6 

81.4 

95.3 

77.4 

95.2 

92.3 

83.8 

81.2 

60.8 

67.1 

93.1 

81.8 

96.6 

80.2 

97.2 

93.1 

86.7 

83.7 

63.0 

59.5 

88.7 

74.6 

92.1 

85.8 

94.3 

88.3 

85.0 

83.9 

57.6 

53.1 

90.9 

79.1 

94.2 

81.5 

90.4 

93.8 

84.3 

79.6 

 

 

 

「おおさかさやま家庭教育への１０の提言」に関係する項目について、本年度の本市の結果を、平成２９・３０

年度の結果および本年度の全国結果と比較しました。数字は、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」等、

設問に対しての肯定的な回答の合計（％）を表しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今住んでいる地域の行事に参加していますか 

９ 

○毎日、同じくらいの時刻に起きていますか 

○自分には、よいところがあると思いますか 

○毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか 

○朝食を毎日食べていますか 

○家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか 

○人の役に立つ人間になりたいと思いますか 
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○将来の夢や目標を持っていますか 

中学校 小学校 

65.7 

68.0 

91.6 

81.4 

94.5 

77.4 

95.2 

92.3 

81.2 

60.6 

67.1 

93.1 

81.8 

96.6 

80.2 

97.2 

93.1 

83.7 

63.0 

59.5 

88.7 

74.6 

92.1 

85.8 

94.3 

88.3 

83.9 

78.0 

53.1 

90.9 

79.1 

94.2 

81.5 

90.4 

93.8 

79.6 

H29市 H30市 R1市 R1全国

○学校のきまり（規則）を守っていますか 

○学校の授業以外に、普段１日あたりどれくらいの時間読書をしますか（10分以上） 

） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇「家庭教育への１０の提言」との関連項目以外で８０％以上の児童生徒が肯定的な回答をした

主な項目                         ※（ ）内は過年度の本市の結果 

＜小学校＞                        

〇いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う・・9８.７％（Ｈ30：9７.６%） 

○人が困っているときは、進んで助けている・・９１.６％（Ｈ30設問なし、Ｈ29：83.0％） 

○ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある・・９７.４％（Ｈ30：設問なし、Ｈ29：95.4％） 

＜中学校＞ 

○いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う・・９４.６％（Ｈ30：９２.６%） 

〇人が困っているときは、進んで助けている・・８３.０％（Ｈ30設問なし、Ｈ29：77.4％） 

○ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある・・９３.４％（Ｈ30設問なし、Ｈ29：95.7％） 

 

 

 

おおさかさやま 

家庭教育への 10の提言 

困難な事柄であっても、努力したり仲間と協力したりして成し遂げることで、人を大切にしようという気

持ちが育まれます。また、「できた」という達成感を味わうことで、次の活動への意欲がわいてきます。子ど

もたちが意欲的に様々なことに挑戦する中で成長していけるように指導してまいりますので、ご理解ご協力

をよろしくお願いいたします。 

１．他の子と比べずに、認めて、褒めて、自信を 

２．「だめなことはだめ」―親としての躾と言動規範を 

３．「目を離さず、手を放す」の心構えを 

４．家庭において一人ひとりに役割分担を 

５．コミュニケーションの取り合える時間の確保を 

６．明るい挨拶が交し合える家庭を 

７．十分な睡眠時間とバランスのとれた食生活を 

８．自然や人と触れ合える遊びや活動の場を 

９．伝えよう、先人の知的財産である本の面白さを 

１０．ご家庭ならではの約束事を 

小・中学校で「学校のきまり（規則）を守っていますか」という質問に対して、肯定的に回答した児童生徒

の割合が高い水準を維持しています。さらに、小・中学校で「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」と

いう質問に対して、肯定的な回答をした児童生徒の割合が年々増加しています。各学校では班活動や係活動、

委員会活動で一人ひとりが役割を担い、責任感を持って活動できるよう取組みを進めています。自分のためだ

けでなく、仲間のために行動することは、子どもたちの自己有用感を育む上でとても重要な経験です。そのた

めに、今後も子どもたちのがんばりをていねいに評価し、しっかりと褒めて自信をつけられるよう努めてまい

ります。 

「朝食を毎日食べていますか」「毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか」「毎日、同じくらいの時刻に起き

ていますか」という質問に対する肯定的な回答の割合は、ここ三年間で最も高くなっています。基本的な生活

習慣を身に付けることは、児童生徒の自立を促し、自発的に学んでいく心を育む上でとても大切であり、よい

傾向であるととらえています。一方で、「学校の授業以外に、普段１日あたりどれくらいの時間読書をします

か」という質問に対して、「１０分以上」と回答した児童生徒の割合は全国平均値よりも低くなっています。

読書に親しむことで、子どもたちは新たな知識と出会ったり、先人の生き方を学んだりと、生きていく上で大

切な情報を得ることができます。学校でも様々な機会で啓発・指導してまいりますので、今後も引き続きご家

庭のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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Ⅰ－①. 質問紙調査「国語の授業で学習したことの活用」について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72.5 61.0 64.2 21.9 28.5 27.0 4.5 7.7 6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1 市

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

  

72.5 

61.0 

64.2 

21.9 

28.5 

27.0 

4.5 

7.7 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1 市

R1 府

R1 国

小学校【40】 国語の授業で学習したことは、将

来、社会に出たときに役に立つと思いますか

50.3 

48.5 

53.7 

33.5 

35.7 

34.3 

11.2 

11.0 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1 市

R1 府

R1 国

中学校【43】 国語の授業で学習したことは、将

来、社会に出たときに役に立つと思いますか

36.9 

33.5 

37.2 

43.4 

38.7 

39.7 

15.7 

21.2 

18.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1 市

R1 府

R1 国

小学校【41】 国語の授業で学習したことを、

普段の生活の中で、話したり聞いたり書いたり

読んだりするときに活用しようとしていますか

27.9 

27.9 

31.2 

43.0 

38.6 

40.4 

20.6 

24.4 

21.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1 市

R1 府

R1 国

中学校【44】 国語の授業で学習したことを、普

段の生活の中で、話したり聞いたり書いたり読ん

だりするときに活用しようとしていますか

73.0 

66.1 

68.6 

20.8 

25.4 

24.4 

4.3 

6.1 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1 市

R1 府

R1 国

小学校【38】 国語の勉強は大切だと思いますか

54.3 

54.6 

59.0 

35.1 

33.9 

32.0 

8.3 

7.9 

6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1 市

R1 府

R1 国

中学校【41】 国語の勉強は大切だと思いますか
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今回の質問紙調査では、国語に関して小・中共通の 9 項目の質問が取り扱われました。そのうち、小学校

では 9項目中全てにおいて、中学校では 9項目中 6項目において、肯定的な回答（「当てはまる」「どちらか

といえば、当てはまる」）の割合が全国平均値並みか、全国平均値を上回る良好な結果でした。 

しかし、中学校では「封筒の書き方」や「わかりやすい表現で、話合いの話題や方向を参加者全員で共有

する」といった、国語で学んだことを実生活で活用する出題で課題が見られました。上記の質問紙調査の結

果もふまえて、中学校のみならず小学校段階から、国語で学んだことを実生活で生かすことの良さを実感で

きる授業づくりの工夫改善に取り組んでまいります。 



Ⅰ－②. 質問紙調査 「児童主体の授業」の実施状況について（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記３つの質問紙項目は、新学習指導要領の柱である「主体的・対話的で深い学び」と関連が深い内容で

す。本市では昨年度と同様に、肯定的な回答（「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」）をした児童

の割合が全国・府平均値を上回りました。各校で児童の実態に応じた授業づくりを工夫し、ペアやグループ

で考えを出し合い、全体で話し合って考えを深めるといった学習活動を充実させてきた成果であると考えま

す。今後もさらに「相手にわかりやすく伝えるためには、どんな工夫をするといいだろう？」といった問い

を投げかけるなど、子どもたちが主体的に考えられるような授業づくりを継続して進めてまいります。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30市

H30府

H30国

R1 市

R1 府

R1 国

小学校【29】学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていると思いますか

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30市

H30府

H30国

R1 市

R1 府

R1 国

小学校【35】5年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組んでいたと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30市

H30府

H30国

R1 市

R1 府

R1 国

小学校【36】5年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、

自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して

発表していたと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない



Ⅰ－③. 質問紙調査「生徒主体の授業」の実施状況について（中学校） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30市

H30府
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中学校【32】生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

広げたりすることができていると思いますか

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない
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中学校【38】1、2年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、

自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表

していたと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30市

H30府

H30国

R1 市

R1 府

R1 国

中学校【37】1、2年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で

考え、自分から取り組んでいたと思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

「自分の考えを発表する機会では、考えがうまく伝わるよう、工夫していたと思いますか」の項目では、

本年度は肯定的な回答の割合が全国平均値を上回っていました。また、「課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組んでいたと思いますか」の項目では、全国平均値を下回っていたものの、平成 30年度調査

時より改善傾向であり、各校の取組みが反映されてきていることがわかりました。今後も、生徒が課題に対

して自分なりの見通しや意見を持った上で、友達との意見交換を通して自分の考えを深めたり、広げたりす

ることができるよう、さらなる授業改善に取り組んでまいります。 



Ⅱ. 質問紙調査と学力調査との関係から 

   生活習慣や学習状況と、学力との関連が深かった項目を示しました。 
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５年生までに受けた授業では、課題の解決

に向けて、自分で考え、自分から取り組ん

でいたと思いますか

（※１）月曜日から金曜日まで 学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間を含む 

（※２）月曜日から金曜日まで 教科書や参考書、漫画や雑誌は除く 
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授業で学んだことを、ほかの学習で

生かしていますか
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１,２年生のときに受けた授業では、自分の

考えを発表する機会では、自分の考えがう

まく伝わるよう資料や文章、話の組立てな

どを工夫して発表していたと思いますか。

小・中学校とも、「朝食を毎日食べていますか」「学校の授業以外に、普段１日当たりどれくらいの時間、

勉強しますか」の質問に肯定的な回答をしている児童生徒ほど、平均正答率が高い傾向がみられました。ま

た、授業における話し合い活動や発表の機会に、自分で考えたり、工夫したりしている児童生徒ほど、平均

正答率が良好であることがわかりました。 



 

Ⅲ. 学校・家庭・地域、みんなで力を合わせることが大切です。 

一人ひとりの子どもたちに、確かな学力を育むための鍵は、学校・家庭・地域の 

「つながり」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 9 月 大阪狭山市教育委員会 

 

「自分らしく、いきいき学ぶ子・人とつながり、
さやまを愛する子」の育成をめざします 

 ＜ 学校力の向上 ＞ 

学力の向上 心の力の向上 体力の向上 

学校 

子どもたちの心に「大人の本気」を届け 
ましょう 
・子どものよい行動はしっかりほめる 
・よくない行動ははっきりと叱る 
・笑顔であいさつ ・地域の活動を子どもたちと 

地域  

強い絆の中で、あたたかく、時にはきびし
く育てましょう  
・早寝・早起き・朝ごはんの習慣を 
・家庭でも読書の時間を 
・携帯電話やゲームは約束ごとを決めて 

 

家庭  

１． 子どもの小さな成長に気づき、褒めて、自信をつけます    

    ２．教師として、言動規範をしめします 

    ３．「口を出しすぎず、よく聴く」の心構えでのぞみます 

    ４．どの子も活躍できる場をつくります 

    ５．子どもの気持ちを理解し、温かく寄りそいます 

    ６．笑顔で、元気よく挨拶を交わします 

    ７．教職員チームの一員として、気持ちをそろえて取り組みます 

    ８．自然や人と触れ合える体験活動の場をつくります 

    ９．本の面白さを伝えます 

１０．本校ならではの取組みを開発します 

 

おおさかさやま 

学校園教職員の実践１０か条 
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学校給食における食物アレルギー対応について 

 

【基本的な考え方】 

・学校給食は、学校教育の一環として実施されているため、本市では食物アレルギーを 

もつ児童生徒に対して可能な範囲で対応します。 

・対象を副食とし、調理段階での食材料の除去を原則とします。 

 

 

【具体的な対応について】 

◎ 対応基準 

・医師により食物アレルギーと診断されていること。 

・アレルゲン（原因食品）が特定されており、医師から指示され 

食事療法を行っていること 

 

◎ 食物アレルギー対応除去食 

・除去できるもの≪５種類９品目≫ 

① 卵 

② 乳製品（牛乳、チーズ、ヨーグルト、バター、脱脂粉乳） 

③ いか 

④ えび 

⑤ かに 

 

◎ デザートについて 

卵や乳製品を含むデザート(プリン、ヨーグルトなど)で、アレルギーをおこす児童

生徒には、代替としてゼリーを提供します。 

 

◎ 成分表の配布 

・調味料、パンの材料・配合割合、ふりかけなどの成分表…年間１回配布（４月末） 

・加工食品、デザート類など…毎月入札後配布 

※ 成分表は、学校を通じて配布します。 

 

◎ 申請方法および実施までの流れ 

・除去食希望者に対する食物アレルギー調査票に記入・提出 ⇒ 保護者・学校管理

職・養護教諭・給食センター所長・栄養教諭で面談 ⇒ アレルギー対応食依頼書・

学校生活管理指導表を提出 ⇒ アレルギー対応食決定通知書送付 ⇒ アレルギ

ー除去食実施 

 

◎ その他（食物アレルギー対応除去食以外） 

・牛乳・パン・おにぎりのふりかけ停止 

それぞれの停止依頼書の提出によって実施（診断書の提出は不要） 



①卵
②乳製品（牛

乳・チーズ・ヨーグ
ルト・バター・脱脂
粉乳）

③いか ④えび　 ⑤かに
ヨーグルト
〔乳製品〕

ケーキ
〔乳製品〕・

〔卵〕

低学年 4 3 1 2 1 3 5

中学年 2 1 1 2

高学年 1 1 1 1 1 1 1

計 12 7 4 2 4 3 4 8

低学年

中学年 1 1 1 1 1 1

高学年

計 1 1 1 1 1 1 1

低学年

中学年

高学年

計 0

低学年 1 1 1 2

中学年 1 1 1

高学年 3 1 1 2 2 1 3

計 7 4 2 2 3 3 2 5

低学年

中学年

高学年

計 0

低学年 1 1 1 1

中学年 2 2

高学年 3 4 1 2 2 4 5

計 10 6 5 1 2 2 5 8

低学年 1 1 1 1

中学年 1 1

高学年

計 2 2 1 1 2

計 3

計 4

計 3

20 13 5 10 9 13 24

一種類 16 複数 15 全て 1

2 4 2 6 3 4 5

一種類 5 複数 5 全て

22 17 7 16 12 17 29

一種類 21 複数 20 全て 1

食物アレルギー除去食提供者数

                         【平成31年4月現在　単位；人】

学校名 学年

除去食〔5種類9品目〕 デザートの代替　ゼリー

東　小

西　小

南第一小

南第二小

南第三小

北　小

第七小

狭山中 1 1 1 1 1 1 2

南　中 1 2 3 2 2

第三中 1 1 2 2 1 1

小学校計 32

中学校計 10

合　　計 42
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食物アレルギー除去食提供者数

小学校 中学校

【 単位:人】



◆ 日　　時      　令和元年8月21日(水)～8月23日(金)

◆ 場　    所　  　大阪府立狭山池博物館　ホール
◆ 対　　象      　小学４～６年生　  

◆ 申込期日    　  令和元年８月9日(金)　午後5時30分 必着

◆ 定　    員      　30名　応募者多数の場合は抽選

◆ 時　　間      　いずれも午後1時30分～午後4時

◆ 参  加  費      　無料

◆ 問い合わせ　 大阪狭山市教育委員会歴史文化グループ　

こども歴史塾
れき し じゅく

れき し がくげいいん

歴史にくわしい学芸員さんが、

みんなあつまれー！

歴史のおもしろさを教えてくれるよ！
れき し おし

申し込み方法はチラシのウラを見てね
もう こ ほうほう み



◆その他　受付締め切り後、受講票は、郵便でお送りします。
　　　　  応募者多数の場合、抽選を行い、当選者のみ
　　　　  受講票を発送いたします。  

◆申込み　 申込書に住所・氏名・ふりがな・学年・電話番号を　
　　　  記入の上、市役所３階歴史文化グループに持参し
                   ていただくか、 申込書を切り取り、 ハガキに貼付
                   の上、下記まで郵送してください。
　　        
                   〒589-8501　
　　　　　大阪狭山市狭山１－２３８４－１
　　　　　大阪狭山市教育委員会
　　　　　歴史文化グループ
　　　　　『令和元年度夏休みこども歴史塾』担当

            　下記のメールアドレス・FAXでも、申込を受け付けます。
                氏名・ふりがな・住所を記入の上、送信してください。

令和元度夏休みこども歴史塾　参加申込書
保護者氏名（受付票は、保護者の方にお送りします。）

◆問い合わせ　大阪狭山市教育委員会歴史文化グループ　
　　　　          ０７２－３６６－００１１（内線８２６）

ＦＡＸ    ０７２－３６７－６０１１
＊申し込み時の個人情報は、受付名簿の作成、案内
    の通知のみに使用します。
    お名前には、必ずふりがなを記入してください。

氏 名

住 所

ふりがな

〔〒　　　　　　　　　　〕 〔☎　　　　　　　　　　　　　　〕

氏 名

小学校

ふりがな

年生

氏 名

ふりがな

小学校 年生

氏 名

ふりがな

小学校 年生

参加希望児童（お名前に、ふりがなをご記入ください。）

メールアドレス
               sayamaike@city.osakasayama.osaka.jp

広報・ＨＰ等への写真掲載　　　許可　・　許可しない
どちらかに○をつけてください。

じかんわり

れき し
じゅく

令和元年度夏休み

１日目 ２日目 ３日目
１時間目

13：30～14：15
（45分）

休憩（10分）
２時間目

14：25～15：10
（45分）

休憩（5分）
３時間目

15：15～16：00
（45分）

竪穴住居の模型を作ろう１ 竪穴住居の模型を作ろう２

竪穴住居の模型を作ろう３

修了式

大阪の戦国時代
百舌鳥・古市古墳群の

世界遺産登録
-世界遺産について-

大阪のたべもの

百舌鳥・古市古墳群の
世界遺産登録

-百舌鳥・古市古墳群について-

はじめての大阪人
-旧石器時代に生きた人-



第
１
回

第
２
回

第
３
回

９月７日 (土 )

橋上 猛雄

本井 優太郎
９月１４日 (土 )

９月２８日 (土 )

令和元年の歴史文化セミナー簡修館 （かんしゅうかん） は、 「大阪狭山市歴史文化基本構想」 で紹

介した５つの関連文化財群の中から、 「時代を超えて生き続ける　郷土の誇り狭山池」 「狭山藩による

武家文化」 「近代化によって生まれた新たな文化遺産」 の３つの文化遺産をテーマに開催します。
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さやまのお殿さまさやまのお殿さま

至泉北

至泉北 北村バス停

病院 イオンＧＳ

至なんば

大阪狭山市駅

大阪狭山

SAYAKA
ホール

市役所

小学校

亀の甲交差点

金剛駅

至高野山

府道森屋狭山線浦之庄交差点

一方通行

至
堺

至
美
原

府
道
河
内
長
野
美
原
線

国
道
３
１
０
号

狭
　
山
　
池

至
河
内
長
野

南
海
高
野
線

至
狭
山
駅

狭山池博物館
郷土資料館

　令和元年（2019）は、狭山藩中興の英主である５代藩主・北条氏朝の生誕 350 年にあたります。
北条氏は、初代氏盛から氏恭にいたる 12 代 260 年にわたり狭山藩主を務めました。
　本展示は、「さやまのお殿さま」をテーマに、市域に残された藩主関連の品々を中心に展示し、
狭山藩北条氏の歴史を紹介するものです。

いずれも
【時間】 1３：００～ 1５：００
【開場】 1２：３０～
【場所】 大阪府立狭山池
　　　 博物館２階ホール

【定員】 当日先着順
　　　  （定員１２６名）

いずれも
【時間】 1３：００～ 1５：００
【開場】 1２：３０～
【場所】 大阪府立狭山池
　　　 博物館２階ホール

【定員】 当日先着順
　　　  （定員１２６名）

〒589－0007
大阪府大阪狭山市池尻中二丁目
〒589－0007
大阪府大阪狭山市池尻中二丁目

南海電鉄高野線「大阪狭山市」駅
下車　西へ 700ｍ
南海電鉄高野線「大阪狭山市」駅
下車　西へ 700ｍ

博物館には大型バス、車いす利用
者用の駐車場があります。
一般の車両は約 500ｍ西にある
狭山池の北堤駐車場をご利用ください。

博物館には大型バス、車いす利用
者用の駐車場があります。
一般の車両は約 500ｍ西にある
狭山池の北堤駐車場をご利用ください。

所 在 地 無料入 館 料

月曜日
（月曜日が祝休日の
 場合は翌日）
年末年始

（12月28日～1月4日）

休 館 日

１０：００～１７：００開館時間

駐 車 場

 問い合わせ：大阪狭山市教育委員会　教育部　歴史文化グループ

 　　　　　　072-366-0011（内線 826）

交　　通

（ただし、12月28日・1月4日を除く）（ただし、12月28日・1月4日を除く）

狭山藩中興の祖  北条氏朝公生誕三五〇年記念狭山藩中興の祖  北条氏朝公生誕三五〇年記念
大阪狭山市立郷土資料館特別展



主催／大阪狭山市・大阪狭山市教育委員会　　後援／大阪府教育委員会・南海電気鉄道株式会社・泉北高速鉄道株式会社

定員200名　参加費無料
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11月16日（土）

令和元年

午後１時30分～午後４時30分
（午後1時開場）
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●パネリスト報告
　市川　秀之　  
　小山田　宏一
　　●パネルディスカッション
　コーディネーター　澤田　正昭
　パネリスト　　　 市川　秀之　
　　　　　　　  小山田　宏一
　　　　　　　  工楽　善通

小ホール



申し込み期間

令和元年 10 月1日（火）～11月８日（金）

（申し込み先着順。ただし、定員に満たない場合は当日参加も可）

申し込み方法

必要事項　「狭山池シンポジウム参加希望」 ・ 郵便番号 ・ 住所 ・

氏名 （ふりがな） ・電話番号を明記のうえ、 はがき ・ファクシミリ ・

電子メール、または歴史文化グループへ直接。

申し込み・問い合わせ先

大阪狭山市教育委員会事務局　教育部　歴史文化グループ

〒589-8501　大阪狭山市狭山一丁目 2384 番地の 1

TEL　072－366－0011（内線 826）／ FAX　072－367－6011

E-mail　sayamaike@city.osakasayama.osaka.jp 

●プログラム
13：30 ～ 13：40　　開　　会
13：40 ～ 14：25　　パネリスト報告
　「発掘調査からみた狭山池の築造」
…………………………………………… 市川　秀之

14：25 ～ 15：10　　パネリスト報告
　「狭山池を知り、もっと活かす」
………………………………………… 小山田　宏一

15：10 ～ 15：25　　休　憩（15分）
15：25 ～ 16：30　　パネルディスカッション
　「狭山池からのめぐみ」
…………………………コーディネーター　澤田　正昭
パネリスト　市川　秀之/小山田　宏一/工楽　善通

イオン

■所在地 /大阪狭山市狭山 1丁目８７５-１
■電話 /０７２-３６５－８７００
■交　通 /南海高野線「大阪狭山市」駅下車３分

天王寺
新今宮
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■交通案内図

狭山池博物館・
郷土資料館

泉
北
高
速
線

狭山池シンポジウム 2019

再発見！狭山池からのめぐみ
　狭山池は、1400 年前の飛鳥時代に、水田に水を供給する灌漑施設として築造された、現存する日本最古

のダム型式の溜め池です。築造以来、多くの人々によってその機能を維持、継承されてきました。現在の狭山

池は、平成の改修を経て、灌漑機能と高い治水機能を併せ持った治水ダムとして生まれ変わり、整備された

狭山池公園は憩いの場として活用されています。

　第10 回を迎える今回のシンポジウムでは、平成の改修時の調査を担当した研究者に、狭山池の土木技術

と最新の研究成果を紹介していただき、狭山池の歴史と狭山池がもたらすめぐみについて改めて考えます。

令和元年　 月     日（土）11 16 午後１時30分～午後４時30分（午後1時開場）

小ホール

●プロフィール　
市川　秀之（いちかわ　ひでゆき）
滋賀県立大学　
人間文化学部地域文化学科　教授
　
小山田　宏一（こやまだ　こういち）
奈良大学　
文学部文化財学科　教授
　
工楽　善通（くらく　よしゆき）
大阪府立狭山池博物館・
大阪狭山市立郷土資料館長
　
澤田　正昭（さわだ　まさあき）
東北芸術工科大学　
文化財保存修復研究センター長 ・教授



◆ 日　　時      　令和元年12月25日(水)・26日(木)

◆ 場　    所　  　UPっぷ（子育て支援・世代間交流センター）研修室
◆ 対　　象      　小学４～６年生　  

◆ 申込期日    　  令和元年12月13日(金)　午後5時30分 必着

◆ 定　    員      　30名　応募者多数の場合は抽選

◆ 時　　間      　いずれも午後1時30分～午後4時

◆ 参  加  費      　無料

◆ 問い合わせ　 大阪狭山市教育委員会歴史文化グループ　

こども歴史塾
れき し じゅく

れき し がくげいいん

歴史にくわしい学芸員さんが、

みんなあつまれー！

歴史のおもしろさを教えてくれるよ！
れき し おし

申し込み方法はチラシのウラを見てね
もう こ ほうほう み

会場に駐車場はございません。
公共交通機関をお願いします。



◆その他　受付締め切り後、受講票は、郵便でお送りします。
　　　　  応募者多数の場合、抽選を行い、当選者のみ
　　　　  受講票を発送いたします。  

◆申込み　 申込書に住所・氏名・ふりがな・学年・電話番号を　
　　　  　記入の上、市役所３階歴史文化グループに持参し
                   ていただくか、 申込書を切り取り、 ハガキに貼付
                   の上、下記まで郵送してください。
　　        
                   〒589-8501　
　　　　　大阪狭山市狭山１－２３８４－１
　　　　　大阪狭山市教育委員会
　　　　　歴史文化グループ
　　　　　『令和元年度冬休みこども歴史塾』担当

            　下記のメールアドレス・FAXでも、申込を受け付けます。
                氏名・ふりがな・住所を記入の上、送信してください。

令和元度冬休みこども歴史塾　参加申込書
保護者氏名（受付票は、保護者の方にお送りします。）

◆問い合わせ　大阪狭山市教育委員会歴史文化グループ　
　　　　          ０７２－３６６－００１１（内線８２６）

ＦＡＸ    ０７２－３６７－６０１１
＊申し込み時の個人情報は、受付名簿の作成、案内
    の通知のみに使用します。
    お名前には、必ずふりがなを記入してください。

氏 名

住 所

ふりがな

〔〒　　　　　　　　　　〕 〔☎　　　　　　　　　　　　　　〕

氏 名

小学校

ふりがな

年生

氏 名

ふりがな

小学校 年生

氏 名

ふりがな

小学校 年生

参加希望児童（お名前に、ふりがなをご記入ください。）

メールアドレス
               sayamaike@city.osakasayama.osaka.jp

広報・ＨＰ等への写真掲載　　　許可　・　許可しない
どちらかに○をつけてください。

じかんわり

れき し
じゅく

令和元年度冬休み


